
久留米市立の小学校・中学校で

「ともに未来を創る『くるめっ子』」をサポートしよう！

学校のために 子どものために 自分のために

令和３年度

令和２年度にスタートした久留米市教育振興プランでは、「ともに未来を創る
『くるめっ子』」の実現を目指しています。
そこで、市内の小中学生に自学自習・家庭学習の習慣を定着させるために、放

課後や夏休み中に、学生や地域のボランティアの皆さんにお手伝いしていただき
ながら、授業で学んだことを復習したり宿題に取り組んだりします。
令和２年度は、新型コロナウイルス感染症予防のために、実施時期の短縮、規

模縮小等の対策をするなか、市内外９の大学・短期大学の学生や地域の方々、あ
わせて１４０名の方に市内の小学校や中学校で活動していただきました。
（令和元年度実績 市内外14の大学等の学生、地域ボランティア 計３０１名）

令和３年度も多くの方のご応募をお待ちしています。

久留米市教育委員会

１ （くるめ学力アップ推進事業等の） 「学習ボランティア」とは



市内外大学・短期大学・地域人材等

市内小中学校

久留米市教育委員会 補充学習

〇 大学等ではできない社会体験

〇 地域連携・地域貢献を通しての
資質や能力の向上

〇 学習意欲と学習習慣の形成

〇 学生や地域の方、教師等との
人間関係づくり

〇 児童生徒の学習習慣の定着
促進

〇 学校の活性化

登録

派遣依頼

派遣校・学生等決定

計画説明、受入

学習支援

連携・協力
学習指導

 

「学校、子ども、学生・地域ボランティア、大学」のいずれ
にもメリットがあるというのが、この活動の特徴です。

２ 「学習ボランティア」のしくみとメリット

活動内容

活動場所 ・・・市内小中学校（希望をもとに派遣校を調整）

・・・６月上旬～３月上旬
週２回程度（夏休み等に実施することも有り）
１５：００～１７：３０の時間帯に１時間３０分程度の学習支援

時期・時間

・・・授業の復習や宿題等の支援、基礎・基本のプリント学習など

※中学校放課後学習事業のモデル校（城南中、牟田山中、明星中、荒木中、筑邦西中、
青陵中、高牟礼中）を除き、校区内の地域ボランティアの方には交通費の支給はあり
ません。

交通費

保 険

・・・派遣１回につき1,０００円を支給

・・・学習ボランティアの傷害・賠償責任保険費用を久留米市が負担
※６「保険について」の項目を参照してください。

5月下旬に、学生の方を対象に学習ボランティアへの説明会を行う予定です。派遣先の学校
の担当者も参加しますので、具体的な活動内容は、その際に打ち合わせを行ってください。
自分にできることや活動可能時間等をはっきりと伝え、学校がどんなサポートを必要としている

のかをしっかり聞いてください。
学生の皆さんは勉学が優先ですし、地域ボランティアの方も日程が合わない時があるかと思い

ます。そのような場合には、事前に連絡をして欠席しても構いません。
「無理せず、できることから」始めてください。

日程等の
調整

３ 主な活動内容
※今年度は新型コロナウイルス感染症拡大の為、
６月からのスタートを見合わせています。
収束状況をみてスタートする予定です。



3～4月
〇大学・学校等
への依頼

〇学習ボランテ
ィア募集

（登録）

5～6月
〇学校での打合
せ

〇口座登録・
保険手続き

5月
〇派遣校決定
〇説明会開催
〇学校担当者と
の顔合せ

6
月
～
活
動

ス
タ
ー
ト

登録用紙に記入し、大
学・学校に提出するか、
久留米市教育委員会
にＦａｘしてください。
大学は窓口にお尋ねく
ださい。

登録内容をもとに派遣
校を調整します。
5月下旬の説明会で事
業内容や留意点を説
明し、学校担当者と顔
合せを行います。

同一校に派遣される学
習ボランティアと学校で
日程調整し、打合せを
行います。
交通費支給のため口
座登録手続きをします。

学校担当者
と連携し、活
動してくださ
い。
随時、追加募
集します。

４ 学生・地域ボランティアとして活動するまでの流れ（予定）

〇 子ども一人一人の学びたい、伸びたいという思いや意欲を大切にし、
小さな努力や伸びにも賞賛や激励の言葉をかけてください。

〇 どの子どもに対しても公平に接してください。

〇 次の事項は学習支援期間中（一部、期間終了後も）しっかり守ってください。
・守秘義務：活動中に知り得た情報を外部に話さないようにお願いします。
・服 装：学習の場にふさわしい服装をお願いします。
・体罰禁止：体罰は禁止です。子どもの心を傷つけるような不用意な言動は慎んでください。
・言葉遣い：子どもに「先生」として正しい言葉遣いや態度で接してください。
・個人的な交際等の禁止：子どもの連絡先を聞く、写真を撮る等は禁止です。
・ほうれんそう（報告・連絡・相談）

：自分だけで判断せず、必ず担任や担当の先生に報告・連絡・相談してください。
（予定日の欠席や遅刻、途中での活動中止も、学校へ連絡をしてください。）

※子どもに親近感を持たれやすいだけに、指導の立場にあることを忘れずに節度を持ち、
子どもたちに接してください。

６ 保険について ～「傷害保険」「賠償責任保険」～

久留米市教育委員会では、すべての学生・地域ボランティアの皆さんが安心して活動していただける
ように、「傷害保険」「賠償責任保険」に加入しています。保険の登録手続きは、登録用紙をもとに久留
米市教育委員会で行います。
くるめ学力アップ推進事業の学習ボランティアとして活動している時に、万一けがをして通院や入院
をした場合には、規定に基づいて保険金を支払います。また、活動先との往復途中の災害でも、一部の
場合を除き、保険金を支払います。活動中にけが等をした場合は、すぐに派遣先学校の担当者に報告し
てください。通院した場合は、その都度領収書を受け取り、大切に保管しておいてください。

５ 学習支援の留意点 ～子どもにとって「先生」です～

※今年度は新型コロナウイルス感染症拡大の為、６月からのスタートを見合わせています。
収束状況をみてスタートする予定です。



78%

22% とても
少し
あまり
まったく

７ 活動した学生、地域の皆さんの声 ～有益という声が多数です～

〈学習ボランティアの方の感想・意見から〉

学習ボランティア活動はあなたに
とって有益ですか

質問コーナー
Ｑ１ 学期の途中でも申込みはできるのですか？

Ａ１ できます。大学の窓口かお近くの小中学校、久留米市教育委員会にお尋ねください。ただし、
既に活動が始まっていますので、希望の学校や条件と合わないことがあることをご了承ください。

Ｑ２ 試験期間など活動できない時期があるのですが大丈夫でしょうか？

Ａ２ 大丈夫です。その場合は、活動ができない期間について、事前に学校に伝えておいてください。
学生の皆さんは大学等での勉学が優先ですので、無理はしないようにしてください。

Ｑ３ 大学の履修の関係で活動できなくなりました。どうすればよいでしょうか？

Ａ３ やむを得ず活動予定期間中に活動を中止する場合には、速やかに派遣学校または久留米市
教育委員会に伝えてください。無断で活動を中止すると、学校も大変困りますし、何よりも子ども
たちに寂しい思いをさせてしまいます。きちんと連絡していただければ大丈夫です。

Ｑ４ 派遣学校や派遣回数はどうなっているのですか？

Ａ４ 派遣学校や派遣回数については、学習ボランティアの皆さんの登録用紙の内容に応じて、
柔軟に対応しています。一度決まった後でも、学校や教育委員会に相談していただければ変更
もできます。

Ｑ５ 地域学習ボランティアになるにはどうしたらよいでしょうか？

Ａ５ 久留米市教育委員会かお近くの市立小中学校にお尋ねください。どちらにも登録用紙があり
ます。校区の学校を希望される場合は、校長先生の面談を受けてください。校区外の学校を希望
される場合は、教育委員会にお問い合わせください。子どものために積極的に活動したいという
方の応募をお待ちしています。

【連絡・問い合わせ・登録先】
〒８３０－８５２０ 久留米市城南町１５番地の３

久留米市教育委員会 学校教育課 （久留米市庁舎１７階）
☎（０９４２）３０－９２１６ Ｆａｘ（０９４２）３０－９７１９ Ｍａｉｌ gakkyo@city.kurume.fukuoka.jp

〇学習ボランティアは、実際に子どもと関わり、実態に合わせた
教え方を学んだり、学校現場の雰囲気を感じたりできるので、
教員志望の私にとって貴重な経験になりました。

〇毎回、学習ボランティアが楽しみです。一緒に学習しながら、子
どもたちに元気をもらっています。先生方も温かく受け入れてく
ださるので、嬉しいです。

〇放課後学習会で出会った子どもたちが、地域の中で出会うと元
気に挨拶をしてくれます。地域住民と子どもたちとのふれ合いが
でき、大変有意義だと思います。

〇子どもたちが一生懸命学習に取り組み、伸びも感じました。地域
の未来をになう子どもたちの成長を見ることができ、やりがいを
感じます。


